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　　　There　are　so　many1anguages　which　include　a　part　of　body　in　Japanese．“A　person　who

has　a　hard　head”1s　an　example　of　these　body　languages　Body　languages　mean　that　they

have　a　word　of　body　in　the　phrase．

　　　It　shou1d　be　noticed　that“hard　head”does　not　mean　its　physical　or　physio］ogical　state，

but　this　is　saying　that　he　is　a　stereotyped　and　rigid　person．An　another　example　is“let

one’s　pa1m　open　and　show　it　to　others”．This　phrase　means　self－disclosure　in　Japanese．

　　　Japanese　always　use　body　languages　when　they　express　their　emotional　state，social

attitude　and　personality．士n　other　words，body　languages　are　words　or　phrases　of　verba1－

ized　nonverbaI　behavior．

　　　In’this　paper，we　picked　up　some　body　languages　which　have　a　word　of　body；braw，

eye，teeth，neck，shoulder，hand，back，skin，breast，be1ly，waist，and　foot，and　exp1ained　the

meaning　of　their　phrases．

　　　　Body　languages　can｛ot　be　understood　by　logica1thinking，but　can　be　felt　through

experiences　of　body　movement1ike　nonverbal　behavior．Therefore，practice　of　body

mo▽ement　is　an　important　way　for　understanding　b6dy　languages．

　　　　In　this　paper，we　also　showed　some　techniques　of　body　movement　for　sensitization　of

bodily　sensation，There　are　so　many　varieties　of　such　practices　in　easten　culture，that　is，

Yoga，Taichi，Zen，Shiatsu　et　al．These　are　a1so　techniques　of　mental　practices　as　we11as

body　movement　training．

　　　　We　think　that　body　and　mind　are　getti㎎together　in　body　la㎎uages　in　Japanese．

Therefor，the　study　of　body　languages　is　a　very　nice　way　for　understanding　a　human　being

as　a　whole．
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「からだ言葉」の心理行動学

1．「からだ言棄」とは何か

　1）用語としての「からだ言葉」

　日常生活の中でとりかわされる言葉の中に，身

体の部位を用いた用語が多数ある．泰（1984）の

収集によると，ざっと6500語ぐらいになる．これ

らの用語は頭から足まで全て含まれているのに驚

くが，その用語における身体部位の使われ方，意

味内容はさまざまである．ここでは用語と身体部

位の関係について詳細に分析する余裕はないが，

例として，「頭」を取り上げ，それが用語としてど

のように使われ，またどのような意昧を持ってい

るか考察してみる．

　まず第一に，「頭をなでる」「頭を丸める」のよ

うに，頭そのものを対象にした用語がある．これ

を特にからだ言葉として取り上げるのも意味がな

いように思われるが，場合によると「頭をなでる」

をほめること，「頭を丸める」は出家することを意

味する・こともあり，そのように解釈するならば，

頭を用いたからだ言葉であるとみることができる、

第二に，「頭取」「番取」「年頭」という言葉のよう

に，頭が一番上にあるということから，そのよう

な意味をもつ用語ができている．身体部位のもつ

特性を援用したものであるといえる．第三に，「頭

の回転がよい」というように，頭のもつ機能，す’

なわち知能や能力を意味した頭ρ用語がある．「頭

が変」となると精神状態を表わし，「頭が固い人」

ともなると思考パターンの固着したパーソナリテ

ィを意味することになる．第四に「頭が高い人」

というのは態度をあらわす．このときは，「平身低

頭」の姿勢ではなくて，頭を高く保持した姿勢に

なっているに違いない．「没頭」するというのは熱

中している姿からきているものであろう．仕事に

熱中しているときには背をまるめて，頭を前かが

みにした姿勢になる．このように，これらの言葉

は，頭の姿から用語が出来上がっていると考えら

れる．以上は，「頭」を例として取り上げ，身体部

位がからだ言葉として用いられるときの用法を分

類したものであるが，他の身体部位についてはも

っと多様なものがある．

　2）ノンバーバル行動としての「からだ言葉」

　からだ言葉の意味は上述のように身体部位を含

んだ用語という意味のほかに，体動（身体の動き）

を意味することがある．心理学では通常これを，

ノンバーバル行動といっている．コミュニケーシ

ョンにおいてはバーバル行動のほかに，バーバル

によらないコミュニケーションの形式があること

を指摘したものである．すなわち，身体部位の動

き（体動）それ自身が，コミュニケーションの媒

体（信号）となり，ことばと同じような機能をも

つのである．したがって，これをボディランゲー

ジ（身体言語）ともいう．

　3）「からだ言葉」の意義

　上述したように，ノンバーバル行動はコミュニ

ケーションにおける信号として，従来から心理学

で研究されてきたが，バーバル中心の考え方を逆

転して，体動（ノンバーバル）そのものを中心に

据えて，考えてみるならば，体動はコミュニケー

ションのための信号の役割だけではなく，むしろ

対他に対するよりは，対自に対する意味も持って

いるといえる．上述した例でいうならば，「頭が高

い」という姿勢からそのようないばった気分と態

度が生まれるのであり，逆に「頭を低く」してい

る姿勢からは，いばった感じは得られない．つま

り気分は体動と関係をもっているのである．この

ように体動と気分とが対自的に関係しているが故

に，そのような気分の伝達に体動がコミュニケー

ションの役割をもつことができると考えるべきで

ある．

　このように考えてみると，1）と2）で述べた

二っのからだ言葉の意味は，実は同じことである

という’ことができる．特に，1）で述べた用法の

第四のからだ言葉の意味は，2）で述べた体動の

意味と同一のことになる．いばった時に，あるい

はいだけ高なパーソナリティの人は「頭が高い」

という姿勢（体動）になる．したがって，いばる

こと，いだけ高な人のことを，その体動（頭が高

い姿勢）をもって表現するようになったと考える

ことができる．ある状況における人問の体動がそ

のままその時の気分や態度を表現する言葉になっ

ているのである．

　身体部位を用いた言葉のうち，体動と関係のあ

る言葉を取り上げて，その体動と気分あるいは状

況について，分析し考察することは心身という全
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体としての人間を理解する上で，何か有意義な知

見をもたらすことになるかもしれない．そこで，

次に，このようなからだ言葉をいくつか取り上げ，

考察してみることにする．

2．「からだ言棄」の分析　一身体分析一

　身体の形（姿勢），身体の一部あるいは全体の動

き（体動）を対自的（時には対他的も含めて）に

分析することを身体分析と名づけるならば，身体

分析にとって，からだ言葉は格好の対象である．

体動との関係のあるからだ言葉は頭から足まであ

るが，ここでは，それぞれについて，いくつか取

り上げ，身体分析の試みとしたい．

　1）眉

　「愁眉を開く」という言葉がある．愁眉とは愁

いの眉毛の動きである．その様相は眉問に縦しわ

をよせた表情である．このときには同時に鼻の中

央にも横しわが入りやすい．愁眉を開くのは，そ

のようなしわをとくことである．

　愁眉ができるのは，苦悩という精神状態の時で

ある．難しいことを考えたり，精神的な悩みにお

そわれたときに，心は愁うるが，このような状態

が長く続いたり，苦悩しやすい人は，このしわが

固着し，縦じわが表情になってしまっている人も

いる．年取ったら自分の顔に責任をもてというが，

精神状態の過去経験が表われているといえよう．

　「愁眉を開く」のはこのようなしわがゆるんで，

なくなることである．これは苦悩から解放されて，

ほっとするときである．精神的なリラクセーショ

ンは，眉問の縦じわは連動しているといえる．顔

面のリラクセーションは，体全体gりラクセニシ

ョンを引き起こすが，顔面はまずもってこの眉閻

のリラクセーションから始めるとよい．「ひたいが

広い」という暗示が役立つ．

　2）目

　「目は口ほどにものをいい」という諺があるよ

うに，「目」についてのからだ言葉は後に述べる「手」

と同様に最も多いものの一つである．したがって，

これには身体分析として興味深いものが多いが，

ここでは，その一つ二つについてのみ述べる．

　目には矛盾した意味がある．一つは愛情と関係

がある．「無視する」という言葉は相手を「眼中に

おかない」で相手にしないことであり，無視され

た人は無視した人を冷たい人間と感ずる．子ども

が何かしたとき，「お母さん，見て」という．母親

にみられることで，子どもは愛情を感じ，無視さ

れたならば，すてられたと思うであろう．好き合

っている男女の間の視線は多いという観察があり，

視線は愛情と関係があることは明らかである．し

かし，一方で，視線は攻撃の表われでもある．力

士は，しきりのときにじっとにらみ合う．その様

子で，第三者でも力士の闘志をうかがうことがで

きる．

　にらみ合う視線において，弱者は視線をそらす．

この時の眼球の動きの感覚とその感じに注意して

みると，眼球の表わすからだ言葉の意味について

発見することが多い．視線をそらすのは目を横に

動かす，あるいは横に眼球を引くことである．「引

け目」というからだ言葉はここからきていると思

われる．「引け目を感ずる」というのは，弱者の心

理である．にらみ合いの状態から，弱みを感じた

ときに，視線をそらす（横に目を引く）ときの，

弱者の体動がそのまま「引け目」のからだ言葉に

なったと考えられる．ついでながら，目が下に動

くのが，「落ち目」である．勢いがなくなることで

あるが，落ち目にしてみるといかにも元気はでな

い．

　「老いのひが目」というが，「ひが目」とはどの

ような目であろうか．この姿は相手に対して顔を

横にし，横にらみに相手をみる目つきである．「ひ

が目」はどうしてこのような目つきになるか分析

してみよう．ひがんでいる人は，劣勢を感じてい

る．したがって，「引け目」になる．相手を正視す

る目ではない．このために正面に相手がいる場合

には，目を横に引いてそらせる．しかし，「ひが目」

には攻撃がひそんでいる．負けたくないという欲

求がある．攻撃の目つきは，相手をにらむ（相手

．をみる）ことである．引け目（弱み）とみる目（攻

撃）というこの矛盾した目つきが合成されるため

には，横に引いた目のまま，その目線の先に相手

をみすえればよい．これで横にらみになる．これ

が「ひが目」の成立である．「ひが目」でみられた

相手はゆだんができないと感ずるであろう．

　3）歯
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　あごは口あるいは歯など，顔面の動きに大きな

影響力をもっている．歯は元来食物をかみくだく

働きをもっているので，攻撃と関係していること

が多い．「歯向かう」というからだ言葉はこのこと

を意味している．動物が怒ったり，けんかすると

きには歯をむき出す．もっとも歯をむき出すのは

恐怖とも関係しているので，「歯向かう」のは窮地

においやられての反撃といったニュアンスがある．

優位の攻撃ではない．

　「歯をくいしばる」とか「奥歯をかみしめる」

というからだ言葉がある．あごに力が入っている

状態である．これは我慢を表わしている．あごは

顔面の中で意志的に動かせる数少ない部分の一つ

である．したがって，あごには意志が表われる．

「歯をくいしばる」のはこの意志の表われである

が，歯が使われているということは攻撃の意志と

考之ることができる．ただし，攻撃の対象はむし

ろ他者であるよリは自分に向けられている．口の

中をかむ人がいるように，くいしばった歯は自分

をかんでいるのではないか．我慢とはそのような

性質を持っているといえる．自罰的であり，自虐

的である．

　4）首

　「借金で首が回らない」というからだ言葉があ

る．身動きがとれないということである．首の回

転の自由さは心身の活動の自由さに深くかかわっ

ている．ちなみに，首はいわゆる首のほかに，手

首と足首がある．いずれも回転する部分をさして

いるが，手首，足首の回転がかたいと体の動きは

にぷくなる．動物の動きをとめるためには，「首根

っこを押さえる」と・いうが，人問でも，むち打ち

などで，首にコルセットをはめられると体の動き

はロボットのようになってしまう．首がこると体

の動きばかりでなく，心の活動もにぷる．あるい

は逆に心の緊張が首のこりに出てくる．首と精神

活動の関係は，難しいことを考えることを「首を

ひねる」ということでもわかる．頭を使いすぎる

と首をひねり過ぎて，首に力がはいり，こりにな

ると理解することができる．

　5）肩

　肩は社会と関係が深い．このことは「眉書き」

というからだ言葉に端的に表現されている．身分

を表わすことばとして肩が用いられる．「肩身がせ

まい」というのは，肩をすぼめている姿勢である

が，世聞に対して「顔向け」できない状況のとき

に生ずる肩の姿である．これに対して，「肩をいか

らす」「肩をそびやかす」のは肩をそらした姿勢で

あるが，他を威嚇したり，いばったりするときで

ある．他者に対して優位の気分が肩に表現される．

　「肩を組む」とか「肩入れする」というのは他

者との協力の関係を表わしている．「肩を組む」は

正に仲問と肩を組んだときに湧いてくる感情その

ものである．泥酔した友人を歩かせるときに，肩

を入れて歩く．これが「肩入れする」．の原型であ

る．あるいは仲間と力を合わせて，みこしをかつ

ぐ時の気持ちぞある．

　「肩の荷をおろす」というのは，責任を果たし

たということであるが，物を肩にしょってかつい

できて，それを目的地でおろしたときの気分であ

る．「肩をはって」やってきて，それをおろしたと

きの，肩のリラックス感である．心身の緊張は，

首と同様，肩のこりになって表われる．「肩をはっ

て」仕事をしていると，肩がこってくると理解す

ることができる．

　6）手

　手についてのからだ言葉は最も多い．さまざま

な内容のものが多く，整理するのに「手の下しよ

うがない」状態である．ここでは一つだけ取り上

げ考察したい．

　「手のうちをみせる」というからだ言葉のメカ

ニズムは何んであろうか．その意味はかくしてい

ること（あるいは戦略）をあからさまにするとい

うことである．かくしだてしないで公開するとい

うことである．「手のうち」とは手のひらのことだ

が，手のひらのことを「たなごごろ」ともいう．

「たなごころ」とは「手の心」である．手のひら

は心である．したがって，「手めうちをみせる」と

は，自己開示であるということができる．例えば，

相手に手相をみてもらおうという時に，手のひら

をみせることには，なんとなく差恥心がともなう

ものである．

　ところで，上述のように「手のうちをみせる」

のは，正に手のひら（たなごころ）をひらいてみ

せることである．重要なのは，手のひらを上にし
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て開いた時の感じである．正座あるいは椅子に正

しく座って，ひざに手をおくとき，きちんと座る

姿勢は手のひらを下にふせ，手の甲を上にしてひ

ざに置く．この方が，身をととのえた感じになる．

これに対して，手のひらを上にして，ひざに置い

てみると，なんとなくだらしのない気分と一方ド

解放感があることに気がつく．「あ一あ」と両手を

上げて，背のびやあくびをする時には，手のひら

は上に向くのが自然である．手のひらを下にして，

両手でのびをしても一向に解放感，リラックス感

はもてない．このように，「手のうちをみせる」の

は自已開示であり，自己解放である．それはその

ような体動のときに感ずる体感からきたものであ

るといえる．ちなみに，石川啄木はその歌の中で

「じっと手をみる」といったが，みたのは手のひ

ら（手なごころ）に違いない．手の甲はみても少

しも面白み牟いが・千のひらは興味がつきないも

のである。

　ク）背中

　「お前ほだらしグない，姿勢を正せ．」というこ

ごとがある、これは心の状態あるいは態度を正し

くせよξいうζとを意味している．しかし，これ

は同時に体の姿勢のことでもある．姿勢の根幹は

背筋（背中）にある．対他に対する背中の意義は

ほとんどないが，対自に対する背中の意義は大き

い．姿勢は腰や首すじや更に顔面の向きなど多く

のものが関与しているが，背中の伸びゃやわらか

さが，重要な要因である．背中が真直に伸び，あ

ごを引きぎみにして首すじを立てて，正面をみす

える姿が・正しい姿勢である．三の．と琴足すじも

伸びてい争こξ即づ圭で章参い、腰は入りすぎ

て，そ；に上俸の重さがかかってはいけない．重

さほ足に疹かるように，腰をすえる．このように，

正しい姿勢で立つことは意外に難しいものである．

　8）肌（隼膚）

　皮膚は体全体に渡っていて，つかまえどころが

ないが，目と同じように感覚器官である．しかし，

員にくらべると鈍感であり，「目立たない」．しか

し，重要な役割りをもっている．愛情にスキンシ

ップが関与していることは，誰れでも知っている

ことだが，このようなタッチ（接触）は皮膚の問

題である．「肌が合わない」というからだ言葉があ

るが，人間関係を表わしている．この言葉は同じ

ような「気が合わない」という表現にくらべて，

人問関係をよりきびし／表琴しているいえ季・「雫

が合わない」場合には，それでもなんとカ；やって

いける雰囲気がある机「肌が合わ幸い」とな季
キ，今わせる余地は全くない．その人との翻素は

絶望的である．那はこのように人間関係の根底を

なしている．「肌をゆるす」は男女関係の濃密さを

表わしているが，これはもともと人問は大刈こな

るほど自分のまわりに空問を卸・て，他者の侵入

をゆるさない性質をもっているからである．そこ

を侵入し，タッチまでできるのは，親密な相手の

みである．皮膚は親密な人聞関係のためのメディ

アであるといえる．

　9）胸

　胸は次ぎに述べる腹と同じように，精神状態と

関連して，多くのからだ言葉がある．佐竹（1984）

が収隼しているが，よくいわれるように，東洋で

は，心の座を胸と腹においているのではないかと

思わせる．

　胸は大きく，心臓呼吸とに関係した言葉が多い．

「胸がおどる」というのは，嬉しいとき，活動的

な気分を表わす言葉であるが，心臓の拍数が多

くなリ，鼓動が強くなっているのである．　「胸

がふさぐ」というのは，気落ちしたり，悲しい時

であるが，これは呼吸が浅く小さくなっている状

態をさしている．呼吸時における胸の動きが小さ

い状態であろう，

　二のように，胸に関したからだ言葉は，上述の

手の場合とは異なって，体動よりは生理反応との

関係が深い．

　胸のからだ言葉に関連して，非常に重要なから

だ言葉は，呼吸に関連したものである．例えば「息

づまる思い」をした後に，「息ぬきをする」という

ような表現があるが，これは正に呼吸に関した言

葉である．緊張したときに，「息づまる思い」をす

るわけであるが，このときには明らかに，呼吸が

止まっている．一壱、ぐるしい感じがするのである．

従って，このような状態からぬけ出てリラックス

するためには，「一害、ぬき」をするとよい．事実，止

まっている呼吸をゆるめて，一壱、を吐き出すのであ

る．これによって緊張がとれる．
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　呼吸は精神状態と密接な関係をもっている．「気」

という言葉は東洋ではよく用いられ，その適用範

囲は広く，複雑な内容を含んでいる．しかし，そ

の根本は呼吸にある．そして呼吸は吸気より呼気

に意味がある．「元気を出せ」といって，はげまし

たりするが，具体的にはどうしろというのであろ

うか．気の元とは何なのか理解しがたいが，いず

れにせよ「気を出せ」ということであろう．つま

り「呼気せよ」と考えられる．元気を出す方法は

息を出すことである．元気がないときには，一曽、が

つまっている．したがづて，これを強く吐き出す

ことが，活気を出す方法である．議論などで，活

発に反撃している人のことを，「あの人は一人で気

を吐いている」という．「元気を出す」のは，この

ように具体的な呼気のことと考えられる．

　10）腹

　腹は胸と同様に心の座である．多数の言葉があ

るが，ここでは「腹が立つ」という言葉のみを取

り上げたい．怒った状態を表現するのに「腹が立

った」という．「怒りました」というより実感が伝

わってくる．間題は何故怒ることを「腹が立つ」

というのであろうか．

　この問題のかぎは，「立つ」にある．怒るという

精神状態と腹の現象との閻には，怒ったとき，「腹

が立つ」という生理反応が生じていることにある．

からだ言葉がもつ実感はいずれも，心と体の間に

このような関係が成り立っていることからくる．

怒ったときに腹の現象として，「立つ」ことが生じ

ていると考えることができるのであるが，腹がね

たり，立ったりするということは理解しがたい．

そこで，「たつ」という言葉について調べてみる

と，その内容に，横になっているものが，縦にな

るという意味のほかに，「動き出す」という意味の

あることがわかる．「雲が湧きたつ」とか，「湯が

わきたつ」といった意味である．もこもこと動き

出すということである．このことから，「腹が立つ」

は「腹がたつ」が元来の意味であるといえる．つ

まり，「腹がもこもこと動き出す」ということであ

る．もしそうであるならば，怒りとの関係は容易

に理解することができる．すなわち．怒りという

精神状態のときには，同時に胃腸が生理的変化を

おこしていることはすでに知られている事実であ

るからである．極端な場合は，「断腸の思い」とい

うように，腸捻転を起こす人がいることも知られ

ている．このように，怒ったときには，腹が生理

反応をを起こして，動いているのであり，この辺

の微妙な感覚を日本人は「腹がたつ」ととらえた

のだということができる．

　腹はこのほか，「あの人は太腹だ」とか「腹のす

わった人」というように，バーソナリティを表現

したり，「腹をわって話す」というように，コミュ

ニケーションのあり方や，「腹心の部下」というよ

うに対人関係を表わしたりする．

　11）腰

　腰も東洋では重視していて，体動の根底をなし

ている．ここでは，腰とパーソナリティとの関係

を表わすからだ言葉を取り上げたい．そして，そ

れには興味深いことに，物性を表わす表現が総て

含まれていることである．

　「腰の高い人」「腰の低い人」というように，腰

には高低があり，それば同時にパーソナリティを

表現している．「腰の低い人」とは，対人関係にお

いて，謙虚な人ということであるが，他の言葉で

は代えようがない人柄を表わす微妙な言葉である．

「腰の重い人」「腰の軽い人」というように，腰に

は重量がある．その人の活動性を表わす実に味の

ある言葉である．「腰が強い」「腰が弱い」という

ように，腰には強度がある．「腰がくだけ」たり，

「腰ぬけ」の人は，「腰が弱い」のである．容易に

まいらないパーソナリティを表わす．「もの腰の柔

らかい人」というように，腰には剛度がある．対

人関係において，柔軟な態度の人，剛直でない人

ということであり，パーソナリティの柔軟性を表

わしている．最後に，「ねばり腰」というように，

腰には粘度を表わす言葉がある．容易にあきらめ

ないパーソナリティを表わす言葉である．「二枚腰」

というのは土俵際で，容易に倒れない相撲取りの

ことをいうが，このように多彩な腰についてのか

らだ言葉があるのは，相撲という体動を経験して

いる日本人独特のものかもしれない．

　腰はこのほか，「腰が据わる」とか「本腰を入れ

る」など態度を表現する言葉もあり，腰という文

字が体（月）と要から成り立ってい．るように，腰

は身体の要めと認識されており，同時にパーソナ
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リティを表現することが多いということは，腰の

姿，すなわち身体のありようが，根底においてパ

ーソナリティにつながっているということを意味

しておつ，興味深い．

　12）足

　腰から下は，脚（大腿部）とひざ，すわやふく

らはぎと足から成り立っているが，ここでは足に

ついて取り上げる．

　足は，日常ほとんど意識されることがなく，軽

蔑されているといってもよい．実た地味な存在で

あるが，考えてみると，人間と大地をつなぐ，唯

一の部分であり，関心をはらう必要がある．「足を

地につける」という言葉は，足の指先からかかと

まで，足裏をすべてぴったりと犬地につけること

である．これは，どっしりと心を落ち着け，現実

的になるという意昧をもっている．我々は日常足

は地についているものと思っているが，事実は意

外にそうではない．足指はちぢこまり，かかとは

地につかないで，「つま先き立ち」していることが

多い．「浮き足立つ」という言葉は心が落ち着か’

ず，動揺した状態を表わすが，このようなときに

は，上述の足の姿になっていることが多い．心を

落ち着けるときには，まずもって，「足を地につけ

て」みることが「肝要」である．この足と垂直に

立った背中と首の姿からは，大地としっかりとつ

ながった，自分の存在を感じ，心の安定を感ずる

ことができる．

3．「からだ言棄」の理解の方法一体動訓練一

　身体分析のための一つの方法として，からだ言

葉を考察してみることは意義がある．しかし，か

らだ言葉はとかく静的な印象を与える．ノンバー

バル行動における概念を用いるならば，ボスチャ

　（姿勢）といえる体の状態であるが，姿勢は静的

な体の形と考えられやすい．しかし，姿勢は長い

体動と考えるべきである．その意味では身体分析

は体動分析といってもよいものである．姿勢は長

い動きであると同時に，習慣づいた動きの蓄積で

もある．

　ここで取り上げた意味でのからだ言葉は体動の

表現である故に，からだ言葉の理解は，体動を経

験することによってのみ達成できる．からだ言葉

は言語の世界の論理では理解は不可能である．

　例えば，「愁眉」という時，言葉上で愁いの眉毛

と読めても，意味の通じない言葉である．これは，

眉毛をよせて，眉問に縦しわをよせて渋面を作り，

その時の体感を感じてみるほかない．そしてその

体感を通して，その言葉が苦悩の感情を表わす意

味を理解することができるのである．同時に「愁

眉を開く」というほっとした気持ちは，渋面をと

いて，縦じわをとき，ひたいを広くしてみてわか

るのである．

　したがって，牟らだ言葉の理解は，体動を多く

経験し，体動に対する感受性を高めることによっ

て可能である．体動の感受性を高めるための訓練

を体動訓練と名づけることができる．

　体動訓練には多数のもあがある．いわゆるスポ

ーツもその一つであるといえる．しかし，ここで

いう体動は運動ではない．つまり，筋肉や筋力の

向上をめざした動きではなく，あくまでも体感の

増進をめざした動きである．このためには，動き

は筋肉の収縮よりは伸張，緊張よりは弛緩をめざ

したものになる．

　このような心身の弛緩についての訓練は，申律

訓練をはじめ，筋弛緩法が開発されている．また，

西洋起源のものばかりではなく，むしろ東洋の伝

統的な訓練が多数あり，現在新たに開発されつつ

あるユニークなものもある．ここでは，それらを

紹介するのが目的ではないので省略するが，上述

のような体動を通じて体感を増進させる心身の弛

緩法として，東洋の伝統的な方法を中心に，わが

国で行われている体動訓練について，春木（1985）の

枠組みの中で整理し，それぞれの方法の意義を考

察してみたい．

　1）人問理解の枠組み

　次節でまとめるのであるが，からだ言葉は全体

としての人間のあり方が，言葉としてそこに凝縮

されているようなものであるが，全体としての人

問を知るための視卓あるいは枠組みをここで述べ

ておき，さまざまな体動訓練をその枠組みの中に

位置づけてみたい．

　全体としての人間は全体なのであるから，分割

したり，要素に分けては現実の人間の理解にはな

らない．しかし，一方で分かるためには分けてみ
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図1　四次元からなる人間のモデル

るのも二つの方法で，伝統的な人間についての諸

学問は，この方向をたどってきたのであり，それ

ぞれ精綴なものになっている．その細分化は際限

がないが，しかし，大きくはよく知られて常識に

なっている心身二元論がある．他で述べているの

で，ここでは詳細は省略するが，春木（1985）は

四元論を主張した．結論のみを述べると，図に示

されているような人間を知り，理解するための四

つの枠組みである．その一は，いうまでもなく，

肉体，身体としての人間の側面である．その二は，

心，精神としての人問の側面である．その三は，

行動，行為する存在としての人間の側面である．

その四は，人間関係，社会を本質的に含んている

存在である人聞の側面である．人間を考えるとき

には，このどの一つが欠けても不完全でいびっな

理解になってしまうといえる．

　2）東洋における体動訓練の位置づけ

　東洋における伝統的な訓練（単なる訓練という

．よりは，人格訓練というべきであるが）は，イン

ド，中国から派生して，わが国においては，多彩

なものを生み出している．東洋における方法が，

注目されるのは，心身の訓練に，必ず体動をとも

なっているという点にある．西洋においては，精

神の問題については，身体は無視される．西洋の

心理療法はこあ例外ではない．卒洋においては，

精神の問題について，常に身体を含む．従って，

その訓練の方法においては，体動をともなうこと

になる．

　東洋の伝統的訓練にはさまざまなものがある．

その中で核をなすのは，なんといってもヨーガで

あろう，ヨ自ガの方法は単一のものではない．上

述の四つの枠組みをあてはめて考えてみるならば，

そのうちの一つを特に強調した訓練方法の集合体

である．しかレ，どの一つをとっても，他のもの

を含んでいることに注意しなければならない．

　プラーナ・アーヤーマ（調気法）は呼吸ヨーガ

である．クンバカ呼吸法や浄化呼吸法（カパーラ

バーティ）は呼吸を中心にしたヨーガである（佐

保E目，1983）．しかし，これはかなり．はげしい体動

をともなう．呼吸法は自律神経（身体）に働きか

ける唯一の道である．呼吸ヨーガは人間の生理と

身体にかかわるものであり，四つの枠組みの第一

の身体の枠組みに位置づけることができる．呼吸

法にっいては，その他気功法など中国のものがあ

り，わが国では藤田霊斎が開発した呼吸法が調和

遣丹田呼吸法として受けつがれている（村木，

1984）．

　ラージャ・ヨーガは瞑想中心のヨーガである．

ヨーガは再三述べているように，人間の全体を含

む訓練であるといえるが，これは特に精神（統一）

をめざした訓練であるといえる．パドマ・アーサ

ナ（蓮華坐）やシッダ・アーサナ（達人坐）など

さまざまな座法により，精神の内深に向かう訓練

である．但しここで充分注意しなければならない

ことは，このような瞑想がアーサナ（体位法）を

含んでされていることである．どのような姿でや

ってもよいということではない．椅子にしどけな

く座っていては瞑想にならないのである．そこに

身体を含んでいるといえる．更にいうならば，蓮

華坐は時間の長い体動なのである．ラージャ・ヨ

ーガは四つの枠組みのうち第二の心，精神にかか

わるものと位置づけることができる．これは，中

国，日本に伝わり，座禅となった．そこから豊か

な精神の産物を産み出してきたことはよく知られ

ている．

　ハタ・ヨーガはいわば体動そのもののヨーガで

ある．体動訓練にかかわるヨーガということなら

ば，ハタ・ヨーガに隈っていうべきかもしれない．
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ハタ・ヨーガは体操ヨーガともいわれ6ように，

アーサナ（体位）という体の姿をとることによっ

て筋肉を訓練することと思われやすいが，体位そ

のものぱかりでなく，体位に近づく過程も重要で

ある．これを番場は“佛の舞い”といったが，そ

の体位に近づくまでの体動とその体位を・とく体動

を重視することである．また，その体位を長く維

持することも，長い体動と理解するならば，ハタ・

ヨーガは体動ヨーガといってもよいだろう．．この

ようなヨーガは当然筋肉弛緩をもたらすとともに，

体感の増進をもたらす．そして，ハタ・ヨーガと

いえども，常に呼吸と瞑想をともなう故，体郵を

中心に人間の全ての側面に渡った訓練であるとい

える．上に述べた座禅も，バドマ・アーサナとい

う一っのハタ・ヨーガであリ，また・バドマ・アー

サナに限らず，全てのアーサナに意味を求めるこ

とができる（番場，1986）．ハタ・ヨーガは四つの

枠組みにおいては第三の動作，行動の次元に位置

づけることができる．東洋におけるさまざまな訓

練法は，その大部分が，この枠組みに位置づける

ことができる．それらの中でも，体動を更にきわ

だたせているのが，太樺挙である．太極拳になる

と，ヨーガのように筋やすじの体動に焦点がある

よりは，体全体の動き，移動に焦点があり，動作

よりは行為に近い．移動を中心にして，筋弛緩す

ることも目指しているが，移動という・体動は同時

に他者を含んでくる．要するに人目が気になるの

である．このように太極拳は，本質的に他者を含

んだ体動訓練でもある．このことに関係して，野

口体操（1972）は，わが国で産まれたユニークな

体動訓練といえる．

　最後に，四つの枠組みのうち社会（他者）の側

面にふれたい．不思議なことに，ヨーガは人間の

全てに渡る訓練であるといってきたが，四元論か

らみると唯一，この社会（他者）の側面が欠落し

ている．上述したように太極拳にはこの側面が暗

に含まれているといえるが，具体的な他者との関

係の中でのものではない．もっとも，推手（二人

でやる太極拳）はここをうめる方法ではある．こ

のように考えるならば，ヨーガや自彊術療法（近

藤，1979）や真向法（真向法体操普及会，1985）

などいずれの体動訓練においても，二人でやる方
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法が工夫されている．’しかし，これらの場合，二

人でなければならないということはない．本質的

に他者によって成つ’立つ方法ではない．したがっ

て，二人の場合でも，本来やるべき人とそれを助

力する人という関係になる．

　二人によって成り立っ体動訓練，すなわち本質

的に他者を含む体動訓練とはいかなるものなのか

興味深いテーアである．ここではにわかに回答し

がたいが，東洋の伝統的方法の中で，これに関わ

るものは指圧（あんま）である．指圧は本来から

二人で成り立つものとしてある．その意味で，こ

こに取り上げる価値があるといえる．しかし，こ

こには問題もある．その一つは，指圧においても，

される人とする人との区別のある指圧ならば，ヨ

ーガやその他でみられる二人でやる補助的な方法

と違いはないことになる．指圧やあんまにはさま

ざまな考え方と技法があるようであるが，患者を

単なる肉体とみたてて，それをもみほぐす術であ

るとするならば，本来二者を含むものである指圧

も，その本質はすてられているといえよう．あん

まを求める患者の心理は「手当て」の感覚に対す

る欲求がある．弛緩の大半は「手当て」の感覚に

よって生ずる．二者で成り立つ指圧の本質を生か

した指圧方として，増永（1974）が開発したもの

は興味深いが，その本質は術者も脱力してゆっく

りとやるところにある．これはヨーガや太極拳に

みられるゆっくりとやるということと一致する東

洋的方法の共通点である．

　もう一つの問題は，指圧は筋弛緩をめざしたも

のではあるが，体動にとぽしい点である．筋弛輝

の達成のみで，体感の増進はあるが，上述してき

たような筋肉や体全体の動き，すなわち体動によ

って養われる面が多いと考えられるからである．

この点をつくものとして期待されるの択成瀬（1985）

が進めている動作療法である．これは元来，脳性

まひの患者の筋弛緩をめざした動作訓練であった

が，その訓練法を精神病者や神経症者に応用する

ことになったものであり，その時点で，動作療法

となった．訓練法と療法の問には本質的な差はな

いものと考えられるが，これを単なる筋弛緩によ

る治療法としてだけでなく，二者（患者と治療者）

を本質的に含んだ弛緩法，体動法ととらえ直して
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みると，今後の展開に興味つきないものがある．

　このような杜会（他老）的側面に関する体動訓

練として竹内て1982）の演劇訓練，・伊東（1983）

のニューカウンセリングなどがある．

4．人間理解のための「からだ言葉」

　本稿で，からだ言葉を取り上げることによって

問題にしたかったのは，次の点である．

　1）からだ言葉というものが存在することへ注

意を喚起したことである．その国語学的な研究も

さることながら，心理行動学的な観点からのアプ

ローチがありうることを指摘した．その糸口はと

りあえず，ノンバーバル行動として研究すること

であり，その対他的な側面であるノンバ］バル・

コミュニケーションの研究もさることながら，そ

の対自的な側面についての追究も必要であること

を指摘した．このノンバーバル行動の対自的な側

面こそ，からだ言葉につながる道なのである．

　2）からだ言葉は，精神と身体が切りはなせな

い状態でそこに現象していることを示してくれる．

身体の状態をいいながら，そこに相即不離の形で，

心の状態（具体的には気分，感情）を表わしてい

るのである．「息づまる思い」は緊張した気分と息

をつめることが共に現象して，真に「息づまる思

い」の状態なのである．したがって，からだ言葉

は人問の現実的で，真なる姿を表わしてレ・るとい

える．このことは，例えば，臨床場面において，

患者がもらすからだ言葉の重要性を指摘すること

になるであろう．「あの人とは合わない」というか

「あめ人とは肌が合わない」というかで，その合

わなさには隔たりがある．「やせる思いをしていま

す」という人が，以前よりやせてきているならば，

かなりはげしいストレス状態にあるというべきで

ある．からだ言葉は真実を語ってレ・る．

　心身が相即不離に表現されているからだ言葉の

存在は，人問が心身一如の存在であるこ苧を示す

確実な証拠である．心身二元論の克服はあまりに

も大きな問題であるが，意外にもこのような身近

なことがらの省察に新たな糸口がみつかるかもし

れない．

　3）からだ言葉の理解は，体感ぬきには不可能

である．論理の問題ではない．したがって，体感

をみがくためには体動の訓練が必要である．人閻

にとって，「動くということ」がどのような意味を

もつものか，今まであまり考察されてこなかった二i｛

　人聞を理解するために本質的なものとして，行

動（動作と行為）を含めるべきである．あるいは，

人聞を理解するためには体動という方法が必要な

のであるといえる．体動は論理と同様，精神を理

解するために必要な一つの方法なのであると認識

すべきである．このような体動の技法として，東

洋に多くのものがあることを指摘した．
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